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学校評価の結果について 
 

今治市立桜井中学校長  佐藤 寿一 
 

 早春の候、皆様におかれましては、日頃より本校教育に御理解・御協力をいただきまして誠
にありがとうございます。 
 さて、１学期末及び２学期末に、生徒・保護者の皆様に御協力いただいた学校評価アンケー
トの集計結果を基に、職員会議、学校運営協議会を実施し、より良い学校づくりのための検討
を行いましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１ 学校の教育目標の達成状況（概要） 
  （１） 学校の教育目標 「たくましく生きる生徒の育成」 
  （２） 成果 

アンケートの集計において、「そう思う」、「ややそう思う」の割合の合計を、「肯定
的な評価」と設定しました。 
ア 学校教育に関するアンケートでは、｢楽しい学校生活｣や「挨拶」、｢学級・部活動での
所属感や満足感｣について、80％以上の生徒、保護者が肯定的に回答しており、所属感や
満足感を持ち、楽しい学校生活を送れている生徒が多いという結果でした。 

イ 「基礎・基本を大切にした分かる授業」については、88％以上の生徒、保護者が肯定
的な回答でした。今後とも、基礎的・基本的な学力の定着及びそれらを活用する能力の
育成に努めていきます。 

 
２ 主な取組の課題と改善 

（１）  学力の向上を目指し、今年度も「桜井中学習の達人（基礎学力）テスト」を５教科で実
施しました。今年度１教科でも満点を取った生徒は 134 名と全校生徒の半数以上を表彰す
ることができました。令和６年度と７年度はＮＩＥ実践（教育に新聞を活用する）指定校
に指定されており、時事問題に対する興味・関心を高めたり、生徒の表現力を伸ばしたり
するための新聞の活用方法について研究を進めています。活動を通して、生徒アンケート
より 54％の生徒から世の中の出来事に対して興味を持てるようになったと回答がありま
した。来年度は、更に生徒が主体的にＮＩＥ活動に取り組めるように授業改善等を進めて
いきます。しかし、家庭学習については、生徒及び保護者においては肯定的な回答が 48～
53％と低迷しています。11月と２月には、全校一斉のテスト期間以外の生活時間調査を実
施しました。各家庭と学校がそれぞれの実態に合ったアドバイスを行うことで、生徒一人
一人の家庭学習に対する意識が高まりつつあります。今後も、家庭と学校が連携しながら
家庭学習習慣の定着に向けて取り組んでいきたいです。御協力をお願いいたします。 

（２）  いじめを許さない学校づくりを進めており、毎月行っている「心のメモリー」（生活調
査）で出てきた小さなことでも、全教職員が情報を共有し、早期発見・早期対応に努めて
います。11 月には、「えひめいじめＳＴＯＰ！デイ」に 1 年生がライブ参加をし、いじめ
問題について真剣に考えました。また、11 月の人権・同和教育参観日では、「家族」をテ
ーマに全校道徳を行い、生徒と共に保護者の方にも家族の絆や命の大切さについて一緒に
考えていただくことができました。「学校・学級にいじめはない」と回答した生徒と保護
者は、80％を超えています。今後も、全教育活動を通して、思いやりの心を大切にし、自
他を大切にする人権意識を育てていきます。 

 
３ 学校運営協議会 

学校評価アンケートの結果を基に、意見交換を行いました。その中で、挨拶に関する評価
が生徒、保護者の評価に対して、教職員の評価が低いのではと質問がありました。コロナ禍
を終え、少しずつ生徒の挨拶や返事の声が以前の活気あふれる桜井中学校に戻りつつありま
す。しかし、教職員の願いとして、コロナ禍以前よりも更に活気あふれる学校にしたいとの
思いから少し厳しい評価となっています。今後は、今以上の挨拶ができるように学校でも指
導を続けていきますので、ご家庭や地域の皆様にも御協力をお願いいたします。 

 
＊ 裏面に学校運営協議会資料を掲載していますので、ご覧ください。 



 


